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小諸市の私有林をフィールドに森林の里親協定が締結され、里親企業の支援で森林再生と地域交流
がスタートしました。協定は、森林づくりへの支援と地域交流活動を行う「三井住友カード株式会社」
と、森林づくりや地域交流の企画・運営を行う「一般社団法人モアトゥリーズ」を里親とし、フィー
ルドを提供する「森林所有者」、森林管理や地域交流を担う「天狗温泉浅間山荘」、森林再生作業を行
う「佐久森林組合」、立会人として「小諸市」、「佐久地域振興局」の7者で、10月に関係者による協
定調印式が行われました。
協定の内容は、昨年10月の東日本（19号）台風により風倒木が発生した森林の再生に、里親企業が
費用面で支援を行い、地元森林組合が令和８年度までに風倒木の処理や地拵え、植栽、下刈り作業を
行い、交流活動なども行う予定となっています。

森林（もり）の里親協定による台風被害地の森林再生と地域交流が始まります

　【佐久地域振興局】

協定調印式 （小諸市役所）

森林再生方法を学ぶ （森林組合説明）

浅間山麓の森林作業予定地で記念撮影

カラマツの記念植樹（浅間山麓）



素
材
生
産
、
木
材
価
格
等
の
動
向

　

県
内
の
素
材
生
産
の
状
況
は
、
合
板

工
場
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
る
景
気
減
退
を
見
越
し
た
生
産
調

整
や
受
入
制
限
を
行
っ
て
い
る
こ
と
な

ど
か
ら
、
合
板
用
と
し
て
生
産
さ
れ
た

木
材
の
滞
留
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
木
材
価
格
も
下
落
傾
向
と
な
っ

て
お
り
、
特
に
県
内
の
主
要
樹
種
で
あ

る
カ
ラ
マ
ツ
の
価
格
が
６
月
以
降
、
急

激
に
下
落
し
て
い
ま
す
。

林
業
事
業
体
の
状
況

　

五
月
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
続

き
、
９
月
上
旬
に
林
業
事
業
体
に
対
し
て
聞

き
取
り
調
査
等
を
実
施（
一
六
三
者
の
う
ち

一
〇
三
者
か
ら
回
答
）し
た
と
こ
ろ
、
依
然
と

し
て
半
数
以
上（
五
十
二
％
）の
事
業
体
が
、
木

材
流
通
の
停
滞
や
価
格
低
下
に
よ
り
経
営
に
影

響
を
受
け
て
い
る
と
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

う
し
た
影
響
を
受
け
て
い
る
林
業
事
業
体
で

は
、
素
材
生
産
の
実
施
を
見
合
わ
せ
る
ほ
か
、

保
育
間
伐
や
支
障
木
伐
採
等
の
実
施
、
市
町
村

等
の
請
負
事
業
の
受
注
な
ど
に
よ
り
対
応
し
て

い
る
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
図
２
参
照
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
県
内
林
業
へ
の

影
響
と
対
応
に
つ
い
て

長
野
県
林
務
部
森
林
政
策
課

〜
コ
ロ
ナ
禍
に
負
け
な
い
産
業
を
目
指
し
て
〜

令
和
二
年
度
九
月
補
正
予
算
に
つ
い
て

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
林
務
部
で
は
、
林
業
事
業
体
が
木
材
生
産
や
森
林

整
備
を
継
続
し
て
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
九
月
補
正
予
算
で
三
つ
の
支
援

策
を
実
施
し
ま
す
。　
　
　

　

事
業
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
図
３
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

図２  林業事業体における影響への対応 

（出典：林業事業体への聞き取り調査結果）

（出典：長野県木材市況調査（R元までは年平均。R2年は月ごとの価格））
【カラマツ中丸太 】

R２年５月　　　→　 R2年９月
15,500円/㎥ 　　　　12,700円/㎥

（▲2,800円/㎥、18％の減）　図１参照））

図１  木材価格の推移

図３



　

一
つ
目
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
需
要
減
と
な
っ
て
い
る
合
板
用
材
生
産
か
ら
、
安
定
し

た
需
要
の
あ
る
チ
ッ
プ
用
材
生
産
へ
の
一
時
的
な
シ
フ
ト
を
支
援
す
る
「
県
産
材
流

通
対
策
緊
急
支
援
事
業
」
で
す
。
二
つ
目
は
、
バ
イ
オ
マ
ス
用
材
な
ど
の
需
要
に
応

じ
た
木
材
生
産
を
促
進
す
る
た
め
の
「
松
く
い
虫
損
木
利
活
用
事
業
」
で
す
。
そ
し

て
三
つ
目
は
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
解
消
後
の
速
や
か
な
森
林
施
業
の
実
施
に
つ
な
げ
て

い
く
た
め
に
必
要
な
森
林
境
界
案
の
作
成
を
支
援
す
る
「
森
林
整
備
地
域
活
動
支
援

事
業
」
で
す
。

　

次
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
内
容
等
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
新 

県
産
材
流
通
対
策
緊
急
支
援
事
業
　
　
予
算
額
　
六
千
万
円

　

滞
留
し
て
い
る
合
板
用
等
の
県
産
原
木
を
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
用
と
し
て
、

県
内
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
施
設
に
販
売
し
た
場
合
の
価
格
差
を
支
援
し
ま
す
。

本
事
業
を
活
用
す
る
場
合
は
、
事
業
計
画
承
認
申
請
書
を
十
二
月
二
十
八
日
ま
で
に

所
管
す
る
地
域
振
興
局
林
務
課
に
提
出
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。詳
細
は
、

各
地
域
振
興
局
林
務
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
拡 

森
林
整
備
地
域
活
動
支
援
事
業　
　

予
算
額

　
千
三
百
八
十
二
万
四
千
円

　

森
林
情
報
の
収
集
・
分
析
や
現
地
測
量
等
に
よ
る
森
林
境
界
案
の
作
成
に
か
か
る

費
用
を
支
援
し
ま
す
。

　

な
お
、
本
事
業
も
、
既
に
実
施
箇
所
が
決
定
し
て
お
り
、
今
後
、
七
市
町
村
で
事

業
が
進
ん
で
い
き
ま
す
。

　

依
然
と
し
て
コ
ロ
ナ
の
影
響
か
ら
の
回
復
は
見
通
せ
な

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
林
務
部
で
は
、
今
回
紹
介
し
た
３

つ
の
事
業
だ
け
で
は
な
く
、
持
続
化
給
付
金
な
ど
の
国
の

支
援
制
度
の
情
報
提
供
や
相
談
窓
口
の
紹
介
も
継
続
し
て

実
施
し
て
い
ま
す
。
お
困
り
ご
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お

近
く
の
地
域
振
興
局
林
務
係
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

事
業
主
体
：
県
産
原
木
の
販
売
を
行
う
者（
森
林
組
合
、
林
業
事
業
体
等
）

補
助
率
：
二
分
の
一（
上
限
補
助
額　

三
千
円
／
㎥
）

事
業
主
体
：
市
町
村
、
林
業
事
業
体

補
助
率
：
十
分
の
九
以
内

問
合
せ
先　

長
野
県
森
林
づ
く
り
推
進
課　

保
安
林
係

　
　
　
　
　
　

０
２
６
―
２
３
５
―
７
２
７
５

事
業
主
体
：
市
町
村

補
助
率
：
定
額（
＠
三
万
五
千
円
／
ha
）

お
問
合
せ
先　

長
野
県
森
林
政
策
課　

森
林
計
画
係

　
　
　
　
　
　
　

０
２
６
―
２
３
５
―
７
２
６
９

　
拡 

松
く
い
虫
枯
損
木
利
活
用
事
業　
　

予
算
額
　
一
億
四
千
七
百
十
万
円

　

松
く
い
虫
被
害
に
よ
り
、
山
林
に
放
置
さ
れ
、
有
効
活
用
さ
れ
て
い
な
い
松
く
い

虫
枯
損
木
に
つ
い
て
、
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
等
と
し
て
資
源
の
活
用
を
行
う
た
め
の
伐

倒
、
搬
出
、
チ
ッ
プ
化
等
へ
の
取
組
を
支
援
し
ま
す
。

　

な
お
、
本
事
業
は
、
既
に
実
施
箇
所
が
決
定
し
て
お
り
、
今
後
、
十
市
町
村
で
事

業
が
進
ん
で
い
き
ま
す
。

枯損木の搬出状況

バイオマス用材の集積状況



トピックス

　

10
月
14
日
、
林
業
の
再
生
を
目
指
す
「
信
州
Ｆ
・
Ｐ
Ｏ
Ｗ
Ｅ
Ｒ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
の
一
翼
を
担
う
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
の
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

年
間
約
14
万
ｔ
の
木
材
を
利
用
し
、
発
電
出
力
は
１
４
，
５
０
０
kw
と
、
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
と
し
て
は
県
内
最
大
規
模
と
な
り
ま
す
。

　

既
に
稼
働
し
て
い
る
木
材
加
工
施
設
と
併
せ
、
良
質
材
か
ら
低
質
材
ま
で
を

余
す
こ
と
な
く
活
用
す
る
木
材
需
要
の
創
出
に
よ
り
、
森
林
県
か
ら
林
業
県
へ

の
転
換
を
図
る
基
盤
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
長
野
県
が
目
指
す

「
２
０
５
０
年
度
ま
で
に
二

酸
化
炭
素
排
出
量
実
質
ゼ

ロ
」
に
向
け
た
取
組
と
し
て

も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
信
州
Ｆ
・
Ｐ
Ｏ
Ｗ
Ｅ
Ｒ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
目
指

す
、
林
業
再
生
に
よ
る
長
野

県
経
済
の
発
展
と
気
候
変

動
へ
の
対
応
の
役
割
を
果

た
す
た
め
に
は
、
林
業
関
係

者
の
皆
様
方
の
ご
理
解
と

ご
協
力
が
不
可
欠
で
す
。

　

令
和
二
年
十
月
二
十
三
日（
金
）に
、
林
活
議
連
木
曽
ブ
ロ
ッ
ク
連
絡
会
議
と
木
曽

広
域
連
合
の
共
催
で
、
森
林
・
林
業
・
林
産
業
活
性
化
促
進
議
員
連
盟
木
曽
ブ
ロ
ッ

ク
連
絡
会
議
研
修
会
が
木
曽
町
で
開
催
さ
れ
、
本
郷
林
野
庁
長
官
を
は
じ
め
、

村

中
部
森
林
管
理
局
長
、
井
出
長
野
県
林
務
部
長
、
木
曽
地
域
の
町
村
長
な
ど
国
、
県
、

町
村
の
林
務
関
係
者
が
多
数
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

　

研
修
会
に
先
立
ち
、
現
在
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
る
木
曽
町
役
場
新
庁
舎
の
木
の

香
あ
ふ
れ
る
建
築
中
の
新
庁
舎
を
視
察
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
研
修
会
で
は
、
本
郷
長

官
よ
り
持
続
可
能
な
森
林
・
林
業
に
関
す
る
講
和
、
井
出
林
務
部
長
の
長
野
県
の
林

業
に
関
す
る
施
策
等
の
説
明
が
あ
り
、
そ
の
後
、
参
加
者
に
よ
る
活
発
な
意
見
交
換

も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

木
曽
管
内
で
は
木
曽
町
、
上
松
町
、
大
桑
村
に
お
い
て
、
木
曽
地
域
の
木
材
を
活

用
し
た
役
場
庁
舎
の
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
今
回
視
察
し
た
木
曽
町
役
場

新
庁
舎
は
、
木
曽
福
島
駅
に
近
接
し
た
場
所
に
位
置
し
、
総
床
面
積
８
０
０
坪
の
木

造
平
屋
建
て
で
、
構
造
材
に
は
地
域
で
生
産
さ
れ
た
ヒ
ノ
キ
と
カ
ラ
マ
ツ
を
使
用
し

た
、
大
規
模
木
造
建
築
物
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
地
元
の
建
築
業
の
皆
さ
ん
の
力
を

結
集
し
、
当
地
域
の
伝
統
的
工
法
で
あ
る
「
出
梁（
だ
し
ば
り
）造
り
」
を
採
用
す
る

な
ど
、「
木
の
國　

木
曽
」
の
象
徴
と
な
る
べ
く
翌
年
三
月
頃
の
完
成
を
目
指
し
建

設
さ
れ
て
お
り
、
木
曽
ヒ
ノ
キ
の
産
地
を
強
く
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
施
設
で
す
。

　【
県
産
材
利
用
推
進
室
課
】

　【
信
州
の
木
活
用
課
】

ソ
ヤ
ノ
ウ
ッ
ド
パ
ワ
ー

 　
　
　
　
　
　

発
電
所
が
完
成

写真はドローンの全景 （ソヤノウッドパワー㈱ 提供）

林
野
庁
長
官
ら
が
木
曽
町
役
場
新
庁
舎
を
視
察

建設中の木曽町新庁舎の視察状況

【出梁造りとは】
梁を１階の外壁より外に出し、２
階の床を広げる工法で、軒下を広
く取ることができ、中山道等の街
道筋に多く見られます。写真は、
木曽ヒノキを用いた木曽町役場新
庁舎の出梁造りによる軒下の様子
です。（軒天はサワラの無節材）



トピックス

下
伊
那
農
業
高
校
林
業
体
験 

　
　

　
　
　
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た

　

南
信
州
林
業
研
究
会
で
は
、
下
伊
那
農
業
高
校
の
生
徒
を
対
象
に
、
森
林
・
木
材

の
多
様
な
活
用
方
法
と
作
業
体
験
研
修
を
通
じ
て
次
代
の
林
業
を
担
う
人
材
を
育
成

す
る
た
め
の
林
業
体
験
研
修
会
を
、
十
月
二
十
二
日
に
飯
田
市
内
の
同
校
学
有
林
で

開
催
し
ま
し
た
。

　

研
修
会
は
ア
グ
リ
サ
ー
ビ
ス
科
生
産
流
通
コ
ー
ス
２
学
年
十
八
名
が
参
加
し
、
南

信
州
林
業
研
究
会
員
が
講
師
を
務
め
ま
し
た
。

　

午
前
は
、
森
林
・
林
業
に
関
す
る
知
識
を
学
ん
だ
後
に
、
樹
上
作
業
と
伐
採
の
実

演
を
見
学
し
ま
し
た
。生
徒
の
皆
さ
ん
は
行
動
の
一
つ
一
つ
の
解
説
を
聞
き
な
が
ら
、

作
業
を
見
学
し
仕
事
と
し
て
の
林
業
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　

午
後
は　

①
木
材
の
利
用
・
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
体
験　

②
除
伐
作
業
・
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー

体
験　

③
樹
上
作
業
の
３
つ
の
コ
ー
ス
に
別
れ
、実
際
に
作
業
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
体
験
で
は
、
普
段
使
う
機
会
の
少
な
い
道
具
を
使
用
し
汗
を
か
き
な
が

ら
、
指
導
に
従
い
作
業
の
大
変
さ
と
楽
し
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

最
後
の
記
念
撮
影
で
は
、
生
徒
も
講
師
も
笑
顔
で
終
わ
り
、
充
実
し
た
秋
の
一
日

と
な
り
ま
し
た
。

樹上作業体験

最後の記念撮影で全員笑顔！

　【
南
信
州
地
域
振
興
局
】

　【
長
野
県
林
業
労
働
財
団
】

　

例
年
、
長
野
県
林
務
部
と
長
野
県
林
業
労
働
財
団
が
共
同
で
、「
銀
座

N
A
GA
N
O

」
に
参
加
者
を
集
め
て
開
催
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
は
新
型
コ

ロ
ナ
対
応
で
、
三
密
を
避
け
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
の
テ
レ
ビ
会
議
方
式

で
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
11
名
、
首
都
圏
、
長
野
県
内
か
ら
の
参
加
が
主
で
し
た
が
、
愛
知
、

愛
媛
と
い
っ
た
方
も
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
の
メ
イ
ン
と
な
る
Ｉ
タ
ー
ン
者
の
体
験
談
は
、
大
北
森
林
組
合
の

中
里
幸
一
郎
さ
ん
に
お
願
い
し
ま
し
た
。
参
加
者
が
い
な
い
会
場
で
の
お
し
ゃ

べ
り
は
や
り
に
く
そ
う
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
様
々
な
映
像
等
も
織
り
交
ぜ
、

移
住
の
経
過
や
林
業
作
業
の
実
際
な
ど
、
実
体
験
に
基
づ
く
具
体
的
な
お
話
を

し
て
い
た
だ
き
、「
林
業
の
良
い
面
、
悪
い
面
を
十
分
把
握
し
た
う
え
で
、
自

身
の
価
値
観
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

に
照
ら
し
て
判
断
し
て
く
だ
さ

い
。」
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
女
性
も
普
通

に
働
け
る
か
？
」、「
労
働
災
害

が
多
い
と
聞
い
て
い
る
が
実
態

は
？
」、「
就
業
に
向
け
た
支
援
の

内
容
は
？
」
な
ど
多
く
の
質
問
が

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
丁
寧
に
お
答

え
い
た
だ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
納
得
さ

れ
た
様
子
で
し
た
。

信
州
就
林
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

質問に答える中里氏



トピックス

十
一
月
十
五
日
か
ら
狩
猟
が
解
禁
に
な
り
ま
す

１　

狩
猟
解
禁
日

　
　

令
和
二
年
十
一
月
十
五
日（
日
）

　

 　
（
銃
猟
に
つ
い
て
は
、
暦
の
日
の
出
時
刻
を
も
っ
て
解
禁
）

２　

狩
猟
期
間

　
　

令
和
二
年
十
一
月
十
五
日
か
ら
令
和
三
年
二
月
十
五
日
ま
で

　
　

但
し
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
と
イ
ノ
シ
シ
の
わ
な
猟
に
限
り
令
和
三
年
三
月
十
五
日
ま

　

で
期
間
を
延
長
し
ま
す
。

３　

狩
猟
場
所

　
　

県
内
全
域
の
一
般
猟
区

　
　
（
鳥
獣
保
護
区
、
休
猟
区
に
指
定
さ
れ
て
い
な
い
狩
猟
可
能
の
場
所
全
て
）

４　

く
く
り
わ
な
の
直
径
規
制
解
除

　
　

ニ
ホ
ン
ジ
カ
と
イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
を
促
進
す
る
た
め
、

　
　

十
二
㎝
以
下
に
規
制
さ
れ
て
い
る
く
く
り
わ
な
の
直
径

　
　
（
短
径
）が
次
の
期
間
に
限
り
規
制
解
除
さ
れ
ま
す
。

　
　
　

※
規
制
解
除
期
間

　
　
　

令
和
二
年
十
二
月
十
五
日
か
ら

　
　
　

令
和
三
年
三
月
十
五
日
ま
で

５　

一
日
あ
た
り
の
ニ
ホ
ン
ジ
カ
捕
獲
数

　
　

以
下
の
表
の
と
お
り
で
お
願
い
し
ま
す
。

６　

Ｃ
Ｓ
Ｆ（
豚
熱
）拡
散
防
止
対
策
に
つ
い
て

　
　

長
野
県
で
は
、
狩
猟
者
の
皆
さ
ま
に
Ｃ
Ｓ
Ｆ（
豚
熱
）

　

ウ
イ
ル
ス
拡
散
防
止
対
策
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
て

　

お
り
ま
す
。

　
　

狩
猟
を
行
う
際
に
は
、
車
両
や
長
靴
な
ど
の
消
毒
等

　

の
徹
底
を
お
願
い
し
ま
す
。　【

鳥
獣
対
策
・
ジ
ビ
エ
振
興
室
】

な
っ
と
く
！

森
林
経
営
管
理
制
度

そ
の
６

〜
新
た
な
森
林
管
理
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
「
森
林
経
営
管
理
制
度
」
な
ど
の

　
疑
問
に
森
林
経
営
管
理
支
援
セ
ン
タ
ー
が
お
答
え
し
ま
す
〜

森
林
経
営
管
理
制
度
に
基
づ
く
意
向
調
査
後
は
ど
の

よ
う
に
な
る
の
で
す
か
？

Ａ Ｑ
　
　
　

森
林
経
営
管
理
制
度
に
基
づ
く
意
向
調
査
の
回
答
が
あ
っ
た
場
合
は
、
対
象

　
　
　

森
林
の
経
営
管
理
の
見
通
し
に
つ
い
て
森
林
所
有
者
の
意
向
に
基
づ
き
次
の

　
　
　

よ
う
に
対
応
し
ま
す
。

※経営管理権
森林所有者の委託を受けて伐採等を実施する
ために市町村に設定される権利

①
市
町
村
が
経
営
管
理
を
行
う
場
合

森
林
所
有
者
か
ら
、
市
町
村
に
経
営
や
管
理
を
委
ね
る
こ
と
を
検
討
し
た
い

と
回
答
が
あ
っ
た
場
合
、
周
辺
の
森
林
所
有
者
か
ら
の
回
答
、
森
林
の
集
積

の
状
況
等
も
踏
ま
え
、
検
討
を
行
い
、
森
林
所
有
者
と
の
合
意
の
下
で
「

　
※

経

営
管
理
権
集
積
計
画
の
作
成
」
を
行
い
ま
す
。

②
市
町
村
に
よ
る
経
営
管
理
が
難
し
い
場
合

市
町
村
に
経
営
や
管
理
を
委
ね
た
い
と
の
回
答
が
あ
っ
た
場
合
で
あ
っ
て

も
、
周
辺
森
林
の
回
答
結
果
等
か
ら
、
当
該
森
林
の
み
で
は
た
だ
ち
に
経

営
管
理
権
の
設
定
が
困
難
な
場
合
は
、
市
町
村
の
判
断
に
よ
り
「
経
営
管

理
権
集
積
計
画
の
作
成
を
行
わ
な
い
」
又
は
、「
経
営
管
理
権
集
積
計
画
の

作
成
に
向
け
て
」
周
辺
森
林
の
同
意
取
得
等
の
条
件
整
備
を
進
め
ま
す
。

③
森
林
所
有
者
自
ら
が
経
営
管
理
を
行
う
場
合

森
林
所
有
者
が
自
ら
経
営
管
理
を
行
う
又
は
、
自
ら
委
託
先
を
探
し
て
経

営
管
理
を
委
託
す
る
旨
の
意
向
が
表
明
さ
れ
た
場
合
、
市
町
村
は
、
当
該

森
林
所
有
者
に
対
し
て
当
該
森
林
の
今
後
の
施
業
予
定
に
つ
い
て
確
認
し
、

当
該
施
業
予
定
が
、
森
林
法
に
規
定
す
る
市
町
村
森
林
整
備
計
画
等
に
即

し
て
適
切
に
施
業
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
支
援
・
指
導
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

森
林
経
営
管
理
制
度
に
関
す
る
お
問
合
せ
は

　

長
野
県
林
務
部
森
林
政
策
課
森
林
経
営
管
理
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　

電
話　

０
２
６-

２
３
５-

７
２
６
４（
直
通
）

　
　

E
-m
ail : shinrin-kanri@

pref.nag
ano.lg

.jp



県森連だより

　
10
月
16
日
（
金
）、
森
林
保
険
担
当
者
会
議
を
オ

ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
ま
し
た
。
県
内
森
林
組
合
か

ら
、
日
頃
森
林
保
険
業
務
を
担
当
さ
れ
て
い
る
職

員
の
方
々
を
中
心
に
30
名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
はM

icrosoft Team
s

を
使
用
し
、
森
林

保
険
の
概
要
か
ら
、
申
込
み
の
事
務
手
続
や
損
害

発
生
時
の
手
続
等
、
約
２
時
間
半
の
説
明
を
行
い

ま
し
た
。
ま
た
、
森
林
組
合
の
担
当
者
か
ら
も
、

推
進
の
取
組
に
つ
い
て
発
表
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
渦
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
南
北

に
広
い
長
野
県
で
は
移
動
時
間
の
短
縮
と
い
う
点

に
お
い
て
も
、
オ
ン
ラ

イ
ン
会
議
は
有
効
な
手

段
だ
と
感
じ
た
一
日
で

も
あ
り
ま
し
た
。
会
議

の
内
容
で
疑
問
点
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
当
会
指

導
利
用
課
に
お
問
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

長野県森連のホーム
ページが新しくなりました！

情報発信を充実させてまいります
のでご活用いただければ幸いです。

ホ
ーム

ペー
ジをリニューアルしました！

森
林
保
険
担
当
者
会
議
を

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
し
ま
し
た
！

長野県森連 �

県森連HPは
こちらから

配信の様子

　
11
月
2
日
（
月
）、
長
野
市
立
大

豆
島
小
学
校
に
て
、
6
年
生
向
け

の
職
業
紹
介
イ
ベ
ン
ト
「
夢
ナ
ビ 

お
仕
事
講
座
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

5
つ
の
企
業
が
参
加
し
、
当
会
も

「
森
林
と
林
業
を
学
ぼ
う
！
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
森
林
の
大
切
さ
や
林
業
の
作
業

に
つ
い
て
お
話
し
し
た
後
に
は
、

実
際
に
子
供
た
ち
に
ス
ギ
の
丸
太

を
鋸
で
切
る
体
験
を
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。
先
生
や
保
護
者
の
方
々

の
ご
協
力
の
お
か
げ
で
、
安
全
に

作
業
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
当
日
の
様
子
を
、
写
真
で
紹
介

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中信木材センター　11月 16日（月）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　伊那木材センター　11月 17日（火）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北信木材センター　11月 18日（水）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　買い方の皆さまのご来場を心よりお待ちしております。
令和 2年 

記念市開催のお知らせ

長野市立大豆島小学校
 

に参加しました！

夢ナビお仕事講座

実際に防護服を着用して
説明を行いました。子供
たちはチェーンソーに興
味があるようです。
ハーベスタが伐木・造材
を行う映像にも、歓声が
上がりました。

スギを輪切りにしたあと、
やすりで磨いていきました。
自分で切ったスギはお土産
です！

丸太は
北信木材
センターから
搬入しました

キコリ・デザイン研
究所の内田さんに、
紙やすりとあて木を
いただきました！
ありがとうございま
した。

子供たちのために
がんばる

大人の皆さん



令
和
二
年
十
一
月
十
日
発
行　

長
野
の
林
業
通
巻
三
七
〇
号

発　

行

長
野
の
林
業
編
集
委
員
会

長
野
市
岡
田
町
長
野
県
林
業
セ
ン
タ
ー
内

事
務
局

電
話
〇
二
六(

二
二
七)
五
〇
一
五

電
話
〇
二
六(

二
二
六)
五
六
二
〇

Ｅ
メ
ー
ル N

agarin-center1@
qa3.so-net.ne.jp

Ｅ
メ
ー
ル rinfukyo@

giga.ocn.ne.jp

（
一
社
）長
野
県
林
業
普
及
協
会

（
一
社
）長
野
県
林
業
セ
ン
タ
ー

長野県の木材市況


